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 年 代 人 口 戸 数 

慶長14年（1609） 570 人 計 630 戸 

元禄 3 年（1690） ― 計 2,616 戸 

本 町 1,353 

地子町755 

請 地 341 

その他169 

元禄12年（1699） 13,085 人 ― 

明和 8 年（1771） ― 本 町 1,613 

地子町1,704 

文久 3 年（1863） ― 計 4,661 戸 

明治元年（1867） 22,298 人 計 4,961 戸 第 2 表　開町以後の人口 ・ 戸数の変遷

第 8 図　高岡公園改良設計図　明治 44 年 （1911）

に防火を主眼として建てられたもので、 近代における高岡

の商工業の隆盛を物語るものである。 さらに、 開町以来の

歴史を有する金屋町の鋳物産業は江戸中期以降に銅器

生産を開始し、 明治時代には美術銅器を海外の万国博覧

会に出品し受賞を重ねた。 全国シェアの 90％を占めると

謳われる高岡銅器は、 ものづくりの町高岡の象徴である。

　このように、 利長が開町した城下町の諸要素は、 今もま

ちのそこかしこに息づいており、 高岡市民の誇りの源泉と

いえるものである。

三代利常の城下町 ・ 小松

宮下幸夫 （小松市立博物館）

Figure 1 複製利常画像

１． はじめに

　小松の城は三代前田利常が寛永十七年 （１６４０） に隠

居して入ることを契機に面目を一新し、 城下も利常に従う

藩士たちが移住によって城下町としての体裁が整えられる

ようになった。

２． 前田氏以前の小松

　小松城については、利常が隠居城として寛永１６ （１６３９）

年に整備するまでのことはよくわかっていない。

　この頃の小松は北國街道沿いに点々と城や堡 （おそらく

一向一揆頃より） が築かれていて、 三湖を望める台地に

御幸塚城 （堡）、 本折城等があり、 その周辺に町が形成

していたものと考えられる。 利常が整備するまでは、 小松

は九龍橋川を境に南は本折、 北は小松と呼ばれていた。

　藩政期の郷土史家で小松城番も勤めていた富田景周

は 『越登賀三州志』 の中で天正４ （１５７６） 年に一向一

揆の指導者の一人の若林長門が繁茂する笹藪を切り払っ

て小松城を築いたという説を書いている。 おそらくこの時は

城といっても堡といったもので、 砦に近いものであったろう

と思われる。 柴田勝家により一向一揆が鎮圧され、 天正

８ （１５８０） 年、 織田信長は村上勝頼 （義明） に能美郡

６万６千石を与え小松城に置いた。
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　天正１１ （１５８３） 年、 羽柴秀吉より丹羽長秀が越前国と

加賀国の江沼 ・ 能美郡を与えられ、 自身は越前北庄にい

て、 小松には村上義明をそのまま与力として置いた。

　天正１３（１５８５）年、秀吉は丹羽氏（長重に変わっている）

を減封 ・ 配置換えし、 堀秀政が小松を領有。 村上義明を

元のように与力として小松城に置いた。 　

　慶長２ （１５９７） 年、 秀吉により堀秀政は越後に移され、

小松城の村上義明も越後本庄へ転封した。

　翌慶長３ （１５９８） 年４月、 丹羽長重を松任より小松城

主として移した。 小松８万２千石を加増し松任と合わせて

１２万５千石を領した。

　慶長５ （１６００） 年、天下分け目の関ヶ原の合戦の直前、

東軍についた金沢城の前田利長と西軍についた小松城の

丹羽長重との間で浅井畷の合戦がおこった。 この戦い及

び関ヶ原の合戦で東軍が勝利したため、 丹羽長重は所領

没収され、 １０月１７日に家康より利長に与えられた。 利長

は小松に城代を置いた。 城代が置かれた期間は、 慶長５

（１６００）年から寛永１６（１６３９）年の４０年間で、前田長種・

前田直知 ・ 前田直正 ・ 前田考貞の４人であった。

３． 利常の入城

　寛永１６ （１６３９） 年９月、 三代藩主前田利常は幕府に

願い出て家督を嫡子光高に譲り、 自らは２２万石を養老封

として小松に隠居することにした。 小松城を大拡張、 大増

築して隠居城とすることも許された。

　利常は小松城増築の設計図を江戸にいた瀧長兵衛に

持たせて小松に派遣した。 原五郎左衛門 ・ 分部ト斉が協

力して築城工事を始めた。 丹羽氏在城時の城を本丸とし、

その東に二の丸、この南方に三の丸とした。 白鳥堀を掘り、

石垣を築き、 城閣の造営を行ったので全く面目を一新させ

た。 利常はこの造営途中の寛永１７ （１６４０） 年６月２１日

に二の丸仮殿に入城した。 以後、 利常は小松城に十九年

在城していて、 万治元 （１６５８） 年１０月１２日に脳溢血で

城内で死去。

　寛永１７ （１６４０） 年、 小松城に入城するや、 かって白

山三ヵ寺の一つで、 一向一揆の兵火で荒廃している那谷

寺をみて再興に着手した。 ２年後の寛永１９ （１６４２） 年

に復興は完了し、 多くの美術工芸品を寄進している。 大

工は名工山上善右衛門であった。

　また、 前田氏は菅原氏の出自で、 菅原道真の後裔であ

ると利常は主張するようになり、 城の鎮護のため鬼門の方

角 （北東） に小松天満宮 （当時は梯天神といった） を建

立した。 明暦３ （１６５７） 年であった。 翌４年２月２４日に

遷宮式が行われた。 この天満宮は京都北野天満宮の１／

４の規模で、 大工は那谷寺と同様の山上善右衛門であっ

た。 また、 美術工芸品を初め、 多くものを寄進している。

北野天満宮の社僧の能順を招いて別当とした。

　これら那谷寺と小松天満宮の主要な建物は国の重要文

化財に指定されている。

　その他、 多太神社には社領と社宝を寄進。 本折日吉神

社には社領を寄進。 菟橋神社 ・ 葭島神社へは社領寄進と

社殿造営。 吉竹の幡生神社の社殿造営を行っている。 ま

た、 郊外等にあった本蓮寺、 勧帰寺、 勝光寺、 称名寺、

興善寺、 正覚寺、 上宮寺、 建聖寺、 法界寺、 妙円寺な

どに土地を与え、 小松に移転させている。 これは、 神仏

に対する崇敬の念があったことの他に、 火除地の機能を持

たせることでもあったと考えられている。

　利常は小松城の修築とともに城下町の整備も行った。 先

の絵図で見る限り、 計画的な町割りのもと、 住民の集約的

な街区の形成も見られる。 このことは、 城や寺社の造営が

相次いだため、 職人などが小松に集まり、 同業者を同一

の町に住まわしたこと （本大工町や新鍛冶町などの町名に

見られる） でもわかる。

４． 利常以後の小松城

　同年１２月２８日、 綱利 （綱紀） に利常の隠居領 （２２万

石） 及び小松城の相続が許され、 横山左衛門忠次が支

配を命ぜられた （城代）。 以後城代が置かれたが、 延宝７

（１６７９） 年に城番を置くようになったため、明和８ （１７７１）

年から城代は任命されなくなった。 しかし、文久３ （１８６３）

からはまた城代が置かれるようになった。城代は都合１３人、

城番は総計１５２人いた。

　利常が死去した後、 主に二の丸の建物を取り壊して金沢

へ運んだ。 明治５ （１８７２） 年、 城の取り壊し、 堀の埋め

立てが行われた。 建物は壊されたり、 移築されたりし、 建

具などは民間に払い下げされたものもある。 しかし、 大部

分は消滅した。

　現在、 本丸櫓台石垣、 本丸堀石垣の一部が現地に残っ

ている。 その他、 二の丸の鰻橋御門、 本丸の二階御亭入

口扉、 中土居の兎御門扉、 葭島御殿兎門扉として一部遺

構が残っている。  

５． 利常以後の小松城下町

　多くの藩士が金沢へ移ったことは、 町の規模を一気に縮
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小させ、 町の衰退に一旦は向かった。 しかし、 小松町は

能美郡で最大の町であり、 海運の基地である安宅町と梯

川の舟運で結ばれ、 また、 街道の結節点であることより能

美郡の物産の集散地としての役割をにない、 多くの消費人

口がいることより町が発展していくようになった。

　特に寛永１４年 （１６３７） の絹道会所、 茶問屋設置、 正

保４年 （１６４７） の魚問屋設置、 寛文２年 （１６６２） の塩

問屋設置などにより能美郡における流通の拠点となったこ

とは大きい。 北陸道の宿駅として旅籠が設けられ、 巡見上

使や武士ばかりでなく、 庶民の旅に対応する施設が設けら

れ、保とや物資の輸送手段として、馬や人足が常備された。

さらに中世以来の伝統を持つ小松絹が、 利常の保護もあり

生産が拡大し、 地場産業として多くの生産者と流通に携わ

る人々を擁した。

　　寺社を城下に集めたため、 郊外に住んでいる氏子、 檀

家の人たちは、 お宮の祭りやお寺のおまいりには城下に

来るようになりにぎわったと考えられる。

　これは利常が小松に来て、計画的な町 （街） 作りを行い、

産業及び美術工芸を育成し、 文化 ・ 芸能を奨励したこと

により、利常が亡くなっても町が発展していく要因になった。

６， 最近の発掘成果

　平成１７，１８年度に （財） 石川県埋蔵文化財センターに

より梯川左岸に近い大川町で発掘調査を行っている （大

川遺跡）。 元々は泥町といわれた所で、 街道に面して間

口が狭い町屋や北國街道の道路敷や石垣を持った堀やそ

れに掛かる橋の橋脚が検出された。 小松城下町の初めて

の発掘であり、 古絵図との対比で注目されたものであった。

　それより先に、 平成１１年度より県立小松高等学校の改

築で同じく （財） 石川県埋蔵文化財センターにより小松城

内で発掘調査が行われている。 以前の校舎で攪乱を受け

ていたが、 本丸南東隅の石垣や二の丸の石垣、 二の丸

と本丸の間の堀、 井戸跡などの外に、 築城以前の墓地が

あったと想定される宝篋印塔や火葬骨などが多数出土して

いる。

７． おわりに

　利常の隠居地における整備は、 大々的なもので、 城下

は発展し、 現在の小松の産業 ・ 文化の礎として特筆され

るものである。

　二度の大火から見事によみがえった小松の力は、 このよ

うな利常の政策にその源があるのではなかろうか。 Figure 5　大川遺跡　堀の石垣と橋脚

Figure 4　大川遺跡　北國街道と堀

Figure 3　大川遺跡　検出された町屋

Figure 2　小松城本丸南東隅の石列



− 21 −

金大考古 59：18-23,　2007　宮下　三代利常の城下町・小松

Figure 7　小松御城中併小松町図

Figure 6　加州小松城之図

Figure 10　昭和２０年代撮影

Figure 9　小松城併に城下図天保１５年

Figure 8　小松城及び城下之図

Figure 11　小松御城跡併町割
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Figure 12　芦城公園入口 Figure 16　昭和１５年の小松城天守台

Figure 18　本丸 ・ 天守台Figure 14　三の丸入口の現状

Figure 17　現在の天守台Figure 13　三の丸入口の現状

Figure 19　本丸西石垣Figure 15　大正中頃の小松城天守
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Figure 23　現在の河岸端通

Figure 22　河岸端古写真

Figure 21　京町交差点

Figure 20　九龍橋界隈

地名の由来

　白山五院の大聖寺からはじまる。

大聖寺城の成立

　記録上では 『太平記』 に登場するのが初見。 以後加賀

の一向一揆で登場するが、 緊急時にのみ活用されたよう

で、 氏族歴代の居城ではなかった。 織豊政権に侵略され

て以後は織豊政権の大名居城となる。 現在残る縄張りは

天正 11 年溝口秀勝が入城して以後の構築と推定され、 城

下の町割りもこの頃形成されたと思われる。

大聖寺の町割

　現在残る大聖寺の町割りは、 寛永 16 年に加賀藩３代藩

主前田利常の 3 男利治が分封されて大聖寺藩を創設した

頃に整備されたと考えられるが、 一部福田町あたりは溝口

秀勝や山口玄蕃が城主の頃から存在していた可能性が高

い。 前田氏の大聖寺藩邸は城山の東麓に置かれ、 城下

町はその東側を中心として、 北と南側に広がっていた。 一

部新たに設けられたり拡張された道路もあるが、 現在でも

基本的には町割り、 道筋とも江戸期を踏襲している。 藩邸

周辺には家老級上級武家屋敷が取り囲んでいたが、 中級

武士の屋敷はその周辺に少なく、 多くは北東部の耳聞山

町周辺に集中していた。 商人は中央部の福田町や中町あ

たりであり、 職人等は弓町や鍛冶町など職種に応じて分散

していた。 中級武士の多くが耳聞山町に多く居住していた

のは、 水害に遭いにくく地盤が良かったからであろう。 藩

邸近くの家老屋敷近くの中町に商人が多く居住していた

が、 このあたりは地盤が悪く、 常に水害に遭いやすい場所

であった。

大聖寺藩の城下町

田嶋 正和 （加賀市教育委員会）

Figure 1　大聖寺町絵図 （金沢市立玉川図書館蔵）


